[bookmark: _Hlk136169451]DXによる観光データ活用等支援事業
応募申請書


令和　　　年　　　月　　　日


「DXによる観光データ活用等支援事業」事務局　

＜応募代表組織＞
組織名
所在地
代表者職・氏名


[bookmark: _GoBack]「DXによる観光データ活用等支援事業」における支援を下記のとおり申請します。なお、募集要領の内容を十分に理解し、本様式に記載した事項について、虚偽等のないことを誓約します。


記


（１）支援グループの構成
●応募代表組織について
	組織名
	

	所在地
	

	代表者
職・氏名
	

	担当部署
	

	担当者
職・氏名
	

	担当者
電話番号
	

	担当者
メールアドレス
	



●支援グループの構成事業者について
＜事業者①＞
	事業者名／業種
	

	代表者職・氏名
	

	所在地
	

	選定理由
	

	過去の連携・協働実績
※実績がある場合のみ
	



＜事業者②＞
	事業者名／業種
	

	代表者職・氏名
	

	所在地
	

	選定理由
	

	過去の連携・協働実績
※実績がある場合のみ
	



＜事業者③＞
	事業者名／業種
	

	代表者職・氏名
	

	所在地
	

	選定理由
	

	過去の連携・協働実績
※実績がある場合のみ
	



※④以降は枠を追加してください。

（２）応募に至った背景
	本事業へ応募した背景について具体的に記載してください。（観光を取り巻く環境の変化、観光ニーズに対する観光施策の乖離など、応募の背景となった状況を詳細に記載してください。）



（３）地域の特色
	地域の観光における強みや課題点など、観光地としての現状について可能な限り具体的に記載してください。
（例：観光課題の解決に向けて、地域で活かせる観光資源の強みや、弱みなど）




（４）これまでの観光関連データ取得・分析に関する取組み
	これまで地域で行ってきた観光関連データ取得・分析に関する取り組みについて、具体的に記載してください。
（どのようなデータを取得してきたか、また、分析によって得られた結果などがあれば、具体的に記載してください。なお、観光関連データ取得・分析に関して、他の補助制度の活用実績等もあれば、記載してください。）




（５）本事業により解決したい観光課題と解決後に目指す姿
	本事業を通じて、データを活用して解決したいと考える観光課題等を記載ください。（申請時点で想定される課題を記載してください。データを活用して解決したいと考える課題が複数ある場合は、全て記載ただいて構いません。）




（６）課題解決に取り組むにあたっての懸念事項等
	地域で想定されている懸念事項等を記載してください。（例：人材面・財政面・地域内での合意形成・データの不備など）





